鈴鹿 (すずか)大学 (だいがく)国際 (こくさい)地域 (ちいき)学部 (がくぶ) 入学前 (にゅうがくまえ)学習 (がくしゅう)レポート
(受験 (じゅけん)番号 (ばんごう) ＿＿＿＿＿＿)　名前 (なまえ) ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
以下 (いか)の文章 (ぶんしょう)をよく読 (よ)んで、設問 (せつもん)に答 (こた)えていきましょう。これは入学後 (にゅうがくご)、グループディスカッションの材料 (ざいりょう)に使用 (しよう)しますので、詳細 (しょうさい)までしっかりと記入 (きにゅう)してください。

大学 (だいがく)におけるキャリア教育 (きょういく)の基本的 (きほんてき)な考 (かんが)え方 (かた)
大 (だい)学 (がく)の４年 (ねん)間 (かん)は、学 (がく)生 (せい)が自 (みずか)らの視 (し)野 (や)を広 (ひろ)げ、進路 (しんろ)を具体化 (ぐたいか)し、社会的 (しゃかいてき)・職業的 (しょくぎょうてき)自立 (じりつ)に向 (む)けて必 (ひつ)要 (よう)な基 (き)盤 (ばん)となる能 (のう)力 (りょく)や態 (たい)度 (ど)を築 (きず)き上 (あ)げていく段階 (ステージ)です。鈴鹿 (すずか)大学 (だいがく)では、学校 (がっこう)から社 (しゃ)会 (かい)・職 (しょく)業 (ぎょう)への移 (い)行 (こう)を見 (み)据 (す)え、生涯 (しょうがい)にわたる多様 (たよう)なキャリア形成 (けいせい)に必要 (ひつよう)な能力 (のうりょく)やスキル、態度 (たいど)を育成 (いくせい)し、自 (みずか)らの勤労 (きんろう)観 (かん)・職業 (しょくぎょう)観 (かん)の育成 (いくせい)・確立 (かくりつ)を目指 (めざ)したキャリア教育 (きょういく)を実施 (じっし)しています。

設問 (せつもん)1　仕事 (しごと)について
今 (いま)までなりたいと思った“職業 (しょくぎょう)”があれば、例 (れい)にならって書 (か)きだしてみよう(複数 (ふくすう)回答可 (かいとうか))。理由 (りゆう)も挙 (あ)げてみよう。
	
	
	(例：消防士 (しょうぼうし)、看護師 (かんごし)、サッカー選手 (せんしゅ)、ケーキ屋 (や)さん、建築士 (けんちくし)、獣医 (じゅうい)、デザイナー、ゲーム制作 (せいさく)、公務員 (こうむいん)、青年 (せいねん)海外 (かいがい)協力隊 (きょうりょくたい)隊員 (たいいん)、営業 (えいぎょう)職 (しょく)、事務 (じむ)職 (しょく)・・・)

	小学校 (しょうがっこう)入学前 (にゅうがくまえ)
	

	小学校 (しょうがっこう)低学年 (ていがくねん)
	

	小学校 (しょうがっこう)高学年 (こうがくねん)
	

	中学校 (ちゅうがっこう)
	

	高校 (こうこう)1～2年 (ねん)
	

	現在 (げんざい)
	


※参 (さん)考 (こう)までに・・・2017年度 (ねんど)小学生 (しょうがくせい)なりたい職業 (しょくぎょう)ランキング男子 (だんし)第 (だい)7位 (い)「ユーチューバー」


設問 (せつもん)2　職業 (しょくぎょう)について(1)
「職業 (しょくぎょう)」とはどのような意味 (いみ)か、辞書 (じしょ)を調 (しら)べて書 (か)き出 (だ)してみよう。
	職業 (しょくぎょう)とは・・・



出典 (しゅってん)（辞書 (じしょ)/インターネットサイトの名称 (めいしょう)）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿



設問 (せつもん)3　職業 (しょくぎょう)について(2)
以下 (いか)の職業 (しょくぎょう)についてそれぞれどの程度 (ていど)興味 (きょうみ)があるか、例 (れい)にならって割合 (わりあい)と一言 (ひとこと)コメントを書 (か)いてみよう。
	1 会 (かい)社員 (しゃいん)（企業 (きぎょう)に就職 (しゅうしょく)する、主 (おも)に常勤 (フルタイム)で働 (はたら)く）
例　40％　（大学 (だいがく)卒業後 (そつぎょうご)は企業 (きぎょう)に就職 (しゅうしょく)するだろう）

2 自 (じ)営 (えい)業 (ぎょう)（親 (おや)が経 (けい)営 (えい)する事 (じ)業 (ぎょう)を継 (つ)ぐ、または自 (みずか)ら会 (かい)社 (しゃ)を立 (た)ち上 (あ)げる）
例　40％　（何 (なに)かの資格 (しかく)を取得 (しゅとく)して、将来的 (しょうらいてき)には起業 (きぎょう)してみたい）

3 主夫 (しゅふ)・主婦 (しゅふ)（家事 (かじ)・育児 (いくじ)を優先 (ゆうせん)、時間 (じかん)に余裕 (よゆう)ができれば非常勤 (パートタイム)で働 (はたら)く）
例　10％　（子 (こ)どもが2歳 (さい)になるまでは、育 (いく)児 (じ)休 (きゅう)暇 (か)を取 (しゅ)得 (とく)するだろう）

4 学 (がく)生 (せい)（できるだけ長 (なが)く学 (がく)生 (せい)を続 (つづ)けたい！　社 (しゃ)会 (かい)に出 (で)たくない）
例　5％　（大 (だい)学 (がく)院 (いん)に進 (しん)学 (がく)して、経 (けい)営 (えい)を学 (まな)びたい気 (き)持 (も)ちも少 (すこ)しある）

5 無職 (むしょく)（仕事 (しごと)に従事 (じゅうじ)していない状態 (じょうたい)）
例　5％　（60歳 (さい)までに十分 (じゅうぶん)な貯金 (ちょきん)をつくり、早 (はや)めに隠居 (リタイヤ)して海外 (かいがい)で生活 (せいかつ)したい）





設問 (せつもん)4　業種 (ぎょうしゅ)と職種 (しょくしゅ)について(1)
業 (ぎょう)種 (しゅ)と職 (しょく)種 (しゅ)について、違 (ちが)いは何 (なん)だろうか。
	業種 (ぎょうしゅ)とは・・・


職種 (しょくしゅ)とは・・・



出典 (しゅってん)（辞書 (じしょ)/インターネットサイトの名称 (めいしょう)）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿



設問 (せつもん)5　業種 (ぎょうしゅ)と職種 (しょくしゅ)について(2)
インターネットで「日本標準産業分類 (にほんひょうじゅんさんぎょうぶんるい)」を調 (しら)べ、どんな「業種 (ぎょうしゅ)(業界 (ぎょうかい))」があるか整理 (せいり)してみよう。

1

	大分類 (だいぶんるい)A	農業 (のうぎょう)，林業 (りんぎょう)
大分類B	＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類C	＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類D	＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類E	＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類F	＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類G	＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類H	＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類I	＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類J	＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類K	＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類L	＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類M	＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類N	＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類O	＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類P	＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類Q	＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類R	＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類S	＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類T	分類 (ぶんるい)不能 (ふのう)の産業 (さんぎょう)



設問 (せつもん)6　業種 (ぎょうしゅ)と職種 (しょくしゅ)について(3)
「日本標準産業分類 (にほんひょうじゅんさんぎょうぶんるい)」の「業種 (ぎょうしゅ)(業界 (ぎょうかい))」のうち、興味 (きょうみ)があるものを例 (れい)にならって書 (か)きだしてみよう。
	(例：　G－情報 (じょうほう)通信業 (つうしんぎょう)、39－情報 (じょうほうほう)サービス業 (ぎょう)、391－ソフトウェア業 (ぎょう)、3914－ゲームソフトウェア業 (ぎょう))
1)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
2)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
3)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
4)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿



設問 (せつもん)7　業種 (ぎょうしゅ)と職種 (しょくしゅ)について(4)
インターネットでどんな「職種 (しょくしゅ)」があるかを調 (しら)べ、分類 (ぶんるい)してみよう。
	(例：　大分類 (だいぶんるい)) 専門的 (せんもんてき)・技術的 (ぎじゅつてき)職業 (しょくぎょう)  中分類 (ちゅうぶんるい)) 研究者 (けんきゅうしゃ)、農林 (のうりん)水産 (すいさん)技術者 (ぎじゅつしゃ)、開発 (かいはつ)技術者 (ぎじゅつしゃ)、製造 (せいぞう)技術者 (ぎじゅつしゃ)  )
大分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 中分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 中分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 中分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 中分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 中分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 中分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 中分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 中分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 中分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 中分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 中分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
大分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 中分類)＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
出典 (しゅってん)（インターネットサイトの名称 (めいしょう)）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿


設問 (せつもん)8
例 (れい)にならって将来 (しょうらい)を見 (み)通 (とお)した人 (じん)生 (せい)設 (せっ)計 (けい)を立 (た)ててみよう。
	
	年齢 (ねんれい)
	計 (けい)　画 (かく)
	例 (れい)

	2019年4月
	
	
	18歳 (さい)
	大学 (だいがく)入学 (にゅうがく)


	
	
	
	21歳
22歳
	半年間 (はんとしかん)留学 (りゅうがく)
大学 (だいがく)卒業 (そつぎょう)

	
	
	
	
	企業 (きぎょう)に就職 (しゅうしょく)


	
	
	
	
26歳
	
資格 (しかく)(宅地 (たくち)建物 (たてもの)取引 (とりひき)主任者 (しゅにんしゃ))を取得 (しゅとく)、転職 (てんしょく)

	
	
	
	
	

	
	
	
	32歳
	自 (じ)分 (ぶん)の事 (じ)務 (む)所 (しょ)を構 (かま)える


	
	
	
	35歳
	結婚 (けっこん)


	
	
	
	37歳
38歳
	第一子 (だいいっし)誕生 (たんじょう)
住宅 (じゅうたく)購入 (こうにゅう)

	
	
	
	39歳
40歳
	第二子 (だいにし)誕生 (たんじょう)
経営 (けいえい)の多角化 (たかくか)（アグリビジネスに参入 (さんにゅう)）

	
	
	
	
	


	
	
	
	
	

	
	
	
	55歳
	マレーシアに住宅 (じゅうたく)購入 (こうにゅう)


	
	
	
	60歳
	事 (じ)業 (ぎょう)を後 (こう)進 (しん)に委 (ゆだ)ね、セミリタイア。マレーシアに移 (い)住 (じゅう)

	
	
	
	
75歳
	
事業 (じぎょう)売却 (ばいきゃく)。完全 (かんぜん)にリタイア

	
	
	
	
	

	
	
	
	88歳
	この世 (よ)とお別 (わか)れ



	
	
	
	
	




設問 (せつもん)9　コースについて(1)
鈴鹿 (すずか)大学 (だいがく)国際 (こくさい)地域 (ちいき)学部 (がくぶ)国際 (こくさい)地域 (ちいき)学科 (がっか)では、2019年 (ねん)4月 (がつ)より新 (あら)たに3つのコースを設置 (せっち)します。インターネットあるいはパンフレットを見 (み)て、それぞれの特 (とく)徴 (ちょう)をまとめてみよう。
	1. ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ コース
キャッチフレーズ　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
コースカリキュラムから興味 (きょうみ)ある科目 (かもく)を3つ選択 (せんたく)してみよう。
		①＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿______
		②＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿______
		③＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿______
目 (め)指 (ざ)せる職 (しょく)業 (ぎょう)　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿____
2. ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ コース
キャッチフレーズ　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
コースカリキュラムから興味 (きょうみ)ある科目 (かもく)を3つ選択 (せんたく)してみよう。
		①＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿______
		②＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿______
		③＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿______
目 (め)指 (ざ)せる職 (しょく)業 (ぎょう)　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿____
3. ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ コース
キャッチフレーズ　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
コースカリキュラムから興味 (きょうみ)ある科目 (かもく)を3つ選択 (せんたく)してみよう。
		①＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿______
		②＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿______
		③＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿______
目 (め)指 (ざ)せる職 (しょく)業 (ぎょう)　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿____


設問 (せつもん)10　コースについて(2)
鈴鹿 (すずか)大学 (だいがく)国際 (こくさい)地域 (ちいき)学部 (がくぶ)国際 (こくさい)地域 (ちいき)学科 (がっか)では2年次 (ねんじ)より、それぞれのコースに分 (わ)かれてより専門的 (せんもんてき)な学 (まな)びをしていきます。設問 (せつもん)1, 6＆8と関連 (かんれん)して、自分 (じぶん)が興味 (きょうみ)のあるコースはどれでしょうか。理由 (りゆう)とともに答 (こた)えてみよう。
	＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ コース
理由 (りゆう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



設問 (せつもん)11　資格 (しかく)について
鈴鹿 (すずか)大学 (だいがく)国際 (こくさい)地域 (ちいき)学部 (がくぶ)国際 (こくさい)地域 (ちいき)学科 (がっか)では授業 (じゅぎょう)を通 (とお)してチャレンジできる検定 (けんてい)があります。また、「SUZUKA TRY!」という名称 (めいしょう)で、各種 (かくしゅ)対策 (たいさく)講座 (こうざ)(有料 (ゆうりょう))を開設 (かいせつ)し、資格 (しかく)試験 (しけん)突破 (とっぱ)のサポートをしています。鈴鹿 (すずか)大学 (だいがく)のウェブサイトを見て (みて)、これらを調 (しら)べてみましょう。
	授 (じゅ)業 (ぎょう)を通 (とお)してチャレンジできる検 (けん)定 (てい)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「SUZUKA TRY!」で受講 (じゅこう)できる対策 (たいさく)講座 (こうざ)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



設問 (せつもん)12　作文 (さくぶん)
折込 (おりこみ)のコラム「大 (だい)学 (がく)で何 (なに)を学 (まな)ぶか、なぜ大 (だい)学 (がく)で学 (まな)ぶのか」を読 (よ)んで、感 (かん)想 (そう)を書 (か)いてみよう。
	＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
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大学 (だいがく)で何 (なに)を学 (まな)ぶか、なぜ大学 (だいがく)で学 (まな)ぶのか
はじめに誤解 (ごかい)を避 (さ)けるために断 (ことわ)っておきますが、「何 (なに)を学 (まな)ぶか」とは、卒業 (そつぎょう)要件 (ようけん)として定 (さだ)められた科目 (かもく)を学 (まな)ぶ、といったカリキュラム上 (じょう)の話 (はなし)ではありません。もっとその人 (ひと)自身 (じしん)の態度 (たいど)や認識 (にんしき)に関 (かか)わる問 (と)いかけであると思 (おも)ってください。
「大学 (だいがく)で何 (なに)を学 (まな)ぶか」、「なぜ大学 (だいがく)で学 (まなぶ)ぶのか」――これは表現 (ひょうげん)に多少 (たしょう)の違 (ちが)いはあれ、昔 (むかし)から繰 (く)り返 (かえ)されてきた問 (と)いのように思 (おも)います。この文 (ぶん)を書 (か)いている筆者 (ひっしゃ)自身 (じしん)も、学生 (がくせい)時代 (じだい)に似 (に)たような題 (だい)のエッセイ (えっせい)や新書 (しんしょ)を読 (よ)んだような記憶 (きおく)があります。その意味 (いみ)では、何度 (なんど)も使 (つか)い古 (ふる)された陳腐 (ちんぷ)でありきたりな問 (と)いかけなのかもしれません。
しかし、陳腐 (ちんぷ)でありきたりであるからといって、その問 (と)いかけが無意味 (むいみ)であることを示 (しめ)すものではありません。繰 (く)り返 (かえ)し問 (と)い返 (かえ)されたということは、その問 (と)いが単純 (たんじゅん)に答 (こた)えることが難 (むずか)しい問 (と)いであるか、あるいはたとえ答 (こた)えがわかったとしても答 (こた)えの妥当性 (だとうせい)を絶 (た)えず吟味 (ぎんみ)し直 (なお)す必要性 (ひつようせい)があるということを意味 (いみ)しているのかもしれません。大 (おお)げさに表現 (ひょうげん)するならば、永遠 (えいえん)に「正解 (せいかい)」が見 (み)つからない問 (と)い、一人一人 (ひとりひとり)答 (こた)えの違 (ちが)う問 (と)い、といってもよいでしょう。
とはいえ、この問 (と)いに暫定的 (ざんていてき)な答 (こた)えを示 (しめ)すことは、決 (けっ)して難 (むずか)しくはありません。例 (たと)えは、「将来 (しょうらい)の仕事 (しごと)に必要 (ひつよう)な知識 (ちしき)や技能 (ぎのう)を身 (み)につけるため」、「就職 (しゅうしょく)に有利 (ゆうり)なスキル (すきる)をマスター (ますたー)するため」、といった生活 (せいかつ)設計 (せっけい)に直結 (ちょっけつ)しうる（と思 (おも)われる）目的 (もくてき)・動機 (どうき)がある場合 (ばあい)もあれば、「世界 (せかい)観 (かん)や視野 (しや)を広 (ひろ)げるため」、「教養 (きょうよう)を身 (み)につけるため」といった自 (みずか)らの人格 (じんかく)陶冶 (とうや)を大学 (だいがく)教育 (きょういく)に期待 (きたい)している人 (ひと)もいるかもしれません。
ところで、そもそも、そのような問 (と)いかけなど深 (ふか)く考 (かんが)えることなく今日 (きょう)まで過 (す)ごしてきた人 (ひと)、「みんな大学 (だいがく)に行 (い)くから」、「親 (おや)が大学 (だいがく)へ行 (ゆ)けというから」進学 (しんがく)した、という人 (ひと)も中 (なか)にはいることでしょう。あまり自慢 (じまん)できる態度 (たいど)ではありませんが、そういう例 (れい)は珍 (めずら)しくないと思 (おも)われます。しかし、大学 (だいがく)への入学前 (にゅうがくまえ)・入学 (にゅうがく)時 (じ)には、大学 (だいがく)で何 (なに)を学 (まな)ぶかなど分 (わ)からなかった、そもそも考 (かんが)えたことすらなかったが、学生 (がくせい)生活 (せいかつ)を続 (つづ)けていく過程 (かてい)で、自分 (じぶん)なりに将来 (しょうらい)設計 (せっけい)を意識 (いしき)し始 (はじ)め、それに応 (おう)じて「何 (なに)を学 (まな)ぶべきか」について焦点 (しょうてん)が絞 (しぼ)られてきたという人も中 (なか)にはいることでしょう。特 (とく)に明確 (めいかく)な目的 (もくてき)も意識 (いしき)しないまま行動 (こうどう)を続 (つづ)けているうちに、自分 (じぶん)が目指 (めざ)すべき目標 (もくひょう)をしだいに意識 (いしき)するようになる、という例 (れい)は他 (ほか)にもあります。ですから、入学 (にゅうがく)時点 (じてん)で「何 (なに)を学 (まな)ぶべきか」分 (わ)からないからといって卑下 (ひげ)する必要 (ひつよう)はありません。
ともあれ、「大学 (だいがく)で何 (なに)を学 (まな)ぶか、なぜ学 (まな)ぶか」という問 (と)いには、複数 (ふくすう)の答 (こた)えが可能 (かのう)であり、そのどれもがある程度 (ていど)は正 (ただ)しいけれども、同時 (どうじ)にまた、そのどれもが十分 (じゅうぶん)な答 (こた)えとはなりません。
[bookmark: _GoBack]そのことを了解 (りょうかい)したうえで、大学 (だいがく)で学 (まな)ぶことの意味 (いみ)・目的 (もくてき)を問 (と)うならば、答 (こた)えの一 (ひと)つは、さらなる学習 (がくしゅう)への刺激 (しげき)・モチベーションの獲得 (かくとく)、にあるのではないでしょうか。つまり大学 (だいがく)のある授業 (じゅぎょう)・科目 (かもく)を学 (まな)んだことで、「更 (さら)にもっと学 (まな)びたい」、「もっと深 (ふか)く学 (まな)びたい」という気持 (きも)ちが喚起 (かんき)されることです。新 (あたら)しい知識 (ちしき)・情報 (じょうほう)・技能 (ぎのう)を修得 (しゅうとく)という欲求 (よっきゅう)や動機 (どうき)は、就職 (しゅうしょく)して社会人 (しゃかいじん)になってからでも経験 (けいけん)することです。しかし就職後 (しゅうしょくご)のそうした経験 (けいけん)は、自分 (じぶん)の好 (す)き嫌 (きら)いに関係 (かんけい)がなく、自 (みずか)らの仕事上 (しごとじょう)の要請 (ようせい)に迫 (せま)られてやむなくしただけ、という例 (れい)が少 (すく)なくないでしょう。「データ処理のためにExcelの統計 (とうけい)ツールを大 (おお)慌 (あわ)てでマスターした」、といった例 (れい)がわかりやすいことと思 (おも)います。
大学 (だいがく)で学 (まな)ぶことの一 (ひと)つの意義 (いぎ)は、ある科目 (かもく)・授業 (じゅぎょう)を履修 (りしゅう)することで、「面白 (おもしろ)い！　もっと知 (し)りたい！」と自分 (じぶん)自身 (じしん)で思 (おも)うかどうかにかかっています。未知 (みち)のことがらを、他者 (たしゃ)の指示 (しじ)や仕事上 (しごとじょう)の必要性 (ひつようせい)に駆 (か)られてやむなく学 (まな)ぶのではなく、自主的 (じしゅてき)・自発的 (じはつてき)に学 (まな)ぶ必要性 (ひつようせい)や意義 (いぎ)、さらには喜 (よろこ)びを見 (み)いだすことにあるのです。見方 (みかた)を変 (か)えるなら、大学 (だいがく)の学 (まな)びの一 (ひと)つの存在 (そんざい)理由 (りゆう)とは、「学 (まな)ぶことの《 (（)意味 (いみ)・意義 (いぎ)・価値 (かち)・効用 (こうよう)》 (）)を学 (まな)ぶこと」を学生 (がくせい)が認識 (にんしき)することができるかどうかにあるといえます。教員 (きょういん)から一方的 (いっぽうてき)に指示 (さししめ)された課題 (かだい)をこなすだけの勉強 (べんきょう)は、必要 (ひつよう)かもしれませんが、苦痛 (くつう)でしかないものです。しかし「面白 (おもしろ)い！　もっと深 (ふか)く・広 (ひろ)く・多 (おお)く学 (まな)びたい！」と自分 (じぶん)で思 (おも)えるようになればしめたものです。それまで苦痛 (くつう)でしかなかった作業 (さぎょう)も苦 (く)にならなくなり、理解力 (りかいりょく)と知識 (ちしき)はみるみる膨 (ふく)らみ、さらなる知的 (ちてき)関心 (かんしん)と問題 (もんだい)意識 (いしき)が沸 (わ)いてきます。教 (きょう)室内 (しつない)の学習 (がくしゅう)だけではもう満足 (まんぞく)できなくなるのです。
ただしこうした「突破口 (ブレークスルー)」に達 (たっ)するためには、まことに残念 (ざんねん)ながら多 (おお)くの場合 (ばあい)、重要 (じゅうよう)だけれども単調 (たんちょう)で退屈 (たいくつ)な作業 (さぎょう)をある程度 (ていど)の期間 (きかん)我慢 (がまん)して続 (つづ)ける必要 (ひつよう)があります。英語 (えいご)を流暢 (りゅうちょう)にあやつる華麗 (かれい)な国際人 (こくさいじん)でも英 (えい)単語 (たんご)や例文 (れいぶん)を必死 (ひっし)で暗記 (あんき)したり理解 (りかい)したりする日々 (ひび)があったはずでしょうし、あのイチローもシートノックとバットの素振 (すぶ)り、といったつまらない練習 (れんしゅう)を延々 (えんえん)と繰 (く)り返 (かえ)した日々 (ひび)があったことでしょう。多 (おお)くの人 (ひと)はこの段階 (だんかい)で脱落 (だつらく)していきます。もうちょっと頑張 (がんば)れば一挙 (いっきょ)に視界 (しかい)が開 (ひら)け、別世界 (べっせかい)に入 (はい)れる、という一歩 (いっぽ)手前 (てまえ)で挫折 (ざせつ)する、諦 (あきら)めるという例 (れい)が多 (おお)いのも現実 (げんじつ)なのです。
大学 (だいがく)は高校 (こうこう)までより格段 (かくだん)に多種多様 (たしゅたよう)な科目 (かもく)を揃 (そろ)え、後 (あと)で述 (の)べるとおり、教員 (きょういん)の自由 (じゆう)裁量 (さいりょう)で授業 (じゅぎょう)が展開 (てんかい)します。したがって、本来 (ほんらい)なら学生 (がくせい)が学 (まな)ぶ楽 (たの)しさに目覚 (めざ)める可能性 (かのうせい)を豊富 (ほうふ)に秘 (ひ)めている場所 (はしょ)なのです。ただしその「可能性 (かのうせい)」が「現実 (げんじつ)」のものとなるためには、教員側 (きょういんがわ)のたゆまぬ努力 (どりょく)と工夫 (くふう)はもとより、学生側 (がくせいがわ)の多少 (たしょう)の忍 (にん)耐力 (たいりょく)も前提 (ぜんてい)となります。学 (まな)ぶ楽 (たの)しさ・喜 (よろこ)びは、黙 (だま)って待 (ま)っていれば向 (む)こうから近 (ちか)づいてくるというものではないからです。
「学 (まな)ぶ」ことの意味 (いみ)を、知識 (ちしき)・情報 (じょうほう)の伝授 (でんじゅ)、といったやや狭 (せま)い意味 (いみ)に解釈 (かいしゃく)するなら、学 (まな)ぶことの意義 (いぎ)・効用 (こうよう)を伝 (つた)える作業 (さぎょう)は、ひと昔前 (むかしまえ)であれば今 (いま)よりもずっとラク (らく)でした。しかし今 (いま)は違 (ちが)います。インターネットをはじめとするIT機器 (きき)や各種通信サービスの普及 (ふきゅう)により、ありとあらゆる情報 (じょうほう)が時間 (じかん)や場所 (ばしょ)を問 (と)わず簡単 (かんたん)に手 (て)に入 (はい)る時代 (じだい)です。少 (すこ)し前 (まえ)なら有名大学 (ゆうめいだいがく)の著名 (ちょめい)な教授 (きょうじゅ)の授業 (じゅぎょう)でしか聴 (き)けなかったような専門的 (せんもんてき)な知識 (ちしき)や情報 (じょうほう)が、バス停 (てい)や駅 (えき)のホームのスキマ時間 (じかん)でスマホの画面 (がめん)からでも知 (し)ることができるようになりました。じっさい大学 (だいがく)での正規 (せいき)の授業 (じゅぎょう)風景 (ふうけい)をインターネットで世界 (せかい)に配信 (はいしん)している大学 (だいがく)の例 (れい)も珍 (めずら)しくありません。このように専門的 (せんもんてき)な知識 (ちしき)・情報 (じょうほう)の伝達 (でんたつ)と修得 (しゅうとく)は、少 (すこ)し前 (まえ)までは、相応 (そうおう)の条件 (じょうけん)、対価 (たいか)と環境 (かんきょう)を要 (よう)する、したがって一部 (いちぶ)の人間 (にんげん)にしかできない作業 (さぎょう)だったかもしれませんが、今日 (きょう)ではアクセスしようと思 (おも)えば誰 (だれ)にでもでき、そのための費用 (ひよう)も設備 (せつび)もたいしてかかりません。ひと昔前 (むかしまえ)なら大学 (だいがく)は、専門的 (せんもんてき)な知識 (ちしき)を教え、学 (まな)ぶという特権的 (とっけんてき)な環境 (かんきょう)を独占 (どくせん)できたかもしれません。けれども現在 (げんざい)はそうではありません。そうした状況 (じょうきょう)の中 (なか)で、大学 (だいがく)で学 (まな)ぶ意味 (いみ)は何 (なに)なのか、なぜ大学 (だいがく)でなければいけないのか、大学 (だいがく)に身 (み)を置 (お)く教職員 (きょうしょくいん)も学生 (がくせい)も今 (いま)までになく厳 (きび)しく問 (と)われています。「ひと昔前 (むかしまえ)なら今 (いま)よりラクだった」と前 (まえ)に述べた (のべた)のはそういう意味 (いみ)なのです。
大学 (だいがく)が直面 (ちょくめん)している状況 (じょうきょう)の厳 (きび)しさは、知識 (ちしき)や情報 (じょうほう)を提供 (ていきょう)する経路 (けいろ)が多元化 (たげんか)して競争的 (きょうそうてき)環境 (かんきょう)にあるということにとどまりません。知識 (ちしき)や情報 (じょうほう)を教 (おし)える、ということだけでなく、知識 (ちしき)・情報 (じょうほう)を「どのように獲得 (かくとく)するか」、獲得 (かくとく)した知識 (ちしき)を使って現実 (げんじつ)の課題 (かだい)にどう対処 (たいしょ)するかを教 (おし)えることも求 (もと)められています。知識 (ちしき)・情報 (じょうほう)それ自体 (じたい)の伝授 (でんじゅ)だけでなく、知識 (ちしき)･情報 (じょうほう)の入手 (にゅうしゅ)の「方 (ほう)法 (ほう)・手段 (しゅだん)・姿勢 (しせい)・視点 (してん)」、知識 (ちしき)・情報 (じょうほう)の「活用 (かつよう)」を指導 (しどう)することも今日 (きょう)の大学 (だいがく)の重要 (じゅうよう)な使 (し)命 (めい)となっています。
教室 (きょうしつ)で椅子 (いす)に座 (すわ)って先生 (せんせい)のいうことをおとなしく聞 (き)いていればいい、という時代 (じだい)ではなくなりました。教室 (きょうしつ)で先生 (せんせい)から一方的 (いっぽうてき)に教 (おし)えを受 (う)ける座学 (ざがく)形式 (けいしき)の教育 (きょういく)は、今 (いま)でもその意義 (いぎ)を決 (けっ)して失 (うしな)ったわけではありませんが、座学 (ざがく)にとかくつきものとされた消極的 (しょうきょくてき)で受動的 (じゅどうてき)な学習 (がくしゅう)姿勢 (しせい)に甘 (あま)んじることなく、学生 (がくせい)一人一人 (ひとりひとり)が自 (みずか)ら問題 (もんだい)意識 (いしき)を持 (も)ち、自主的 (じしゅてき)に、積極的 (せっきょくてき)にアクションを起 (お)こして自分 (じぶん)から知識 (ちしき)を身 (み)につける能動的 (のうどうてき)な学習 (がくしゅう)が奨励 (しょうれい)されています。高校 (こうこう)でもそうした授業 (じゅぎょう)が導入 (どうにゅう)されているかもしれませんが、大学 (だいがく)ではその傾向 (けいこう)が格段 (かくだん)に強 (つよ)くなります。そのような学習 (がくしゅう)を実践 (じっせん)する多様 (たよう)な授業 (じゅぎょう)形態 (けいたい)も多 (おお)くの大学 (だいがく)で既 (すで)に設 (もう)けられています。「何 (なに)を学 (まな)ぶか」だけでなく、「どのように学 (まな)ぶか」も問 (と)われ、そこでは「自分 (じぶん)で学 (まな)ぶ」姿勢 (しせい)、つまり自 (みずか)ら課題 (かだい)を発見 (はっけん)あるいは設定 (せってい)し、それを克服 (こくふく)する道 (みち)を自分 (じぶん)で探求 (たんきゅう)する自主的 (じしゅてき)・自発的 (じはつてき)な姿勢 (しせい)を養 (やしな)えるかどうかも問 (と)われているのです。こうした要請 (ようせい)は以前 (いぜん)からありました。しかしそれらは多 (おお)くの場合 (ばあい)、単 (たん)なるスローガンやモットーに終 (お)わっていました。現在 (げんざい)ではこうした要請 (ようせい)が、大学 (だいがく)の具体的 (ぐたいてき)なカリキュラムとして構築 (こうちく)され、実践 (じっせん)されています。例 (たと)えば「フィールドワーク」、「アクティブラーニング」、「課題 (かだい)解決型 (かいけつがた)演習 (えんしゅう)」といった科目 (かもく)がそれに該当 (がいとう)します。これはとりもなおさず、そうした自 (みずか)ら課題 (かだい)を探求 (たんきゅう)し解決 (かいけつ)してゆく姿勢 (しせい)が今 (いま)の時代 (じだい)では以前 (いぜん)にも増して (まして)要求 (ようきゅう)されていることの反映 (はんえい)なのでしょう。
大学 (だいがく)の授業 (じゅぎょう)で教 (おし)えられている知識 (ちしき)・情報 (じょうほう)は、よほど高度 (こうど)で専門的 (せんもんてき)あるいは特殊 (とくしゅ)なものでない限 (かぎ)り、その殆 (ほとん)どがインターネットの世界 (せかい)でアクセスすることができるでしょう。しかしネット空間 (くうかん)を飛 (と)び交 (か)う情報 (じょうほう)は、一部 (いちぶ)を除 (のぞ)けば、精査 (せいさ)も整理 (せいり)もされず、乱雑 (らんざつ)に断片化 (だんぺんか)していることが多 (おお)いものです。無責任 (むせきにん)な暴論 (ぼうろん)や怪しげな風評 (ふうひょう)も野放 (のばな)しで、大量 (たいりょう)に駆 (か)け巡 (めぐ)っていることは周知 (しゅうち)でありましょう。玉石 (ぎょくせき)混淆 (こんこう)の情報 (じょうほう)の氾濫 (はんらん)で収拾 (しゅうしゅう)がつかなくなり、人 (ひと)びとは「何 (なに)が正 (ただ)しいのか、間違 (まちが)っているのか」確 (たし)かめようがない時代 (じだい)といえます。それに対 (たいし)し、大学 (だいがく)の授業 (じゅぎょう)は、出来 (でき)不出来 (ふでき)はともかく、知識 (ちしき)・情報 (じょうほう)を精査 (せいさ)し、整理 (せいり)し、体系化 (たいけいか)し、かつ分 (わ)かりやすい形 (かたち)で学生 (がくせい)に届 (とど)けようとします。そして届 (とど)けた内容 (ないよう)に責任 (せきにん)を持 (も)ちます。学生 (がくせい)からの疑問 (ぎもん)や意見 (いけん)があれば直 (ただ)ちに対応 (たいおう)します（これらの作業 (さぎょう)を怠 (おこた)るなら大学 (だいがく)の授業 (じゅぎょう)として失格 (しっかく)です）。
こういうと、「そのような作業 (さぎょう)は高校 (こうこう)までの教育 (きょういく)機関 (きかん)でも心 (こころ)がけられているはずだ。何 (なに)も大学 (だいがく)だけではないのではないか。」という疑問 (ぎもん)が湧 (わ)くかもしれません。確 (たし)かにそうでしょう。しかし、高校 (こうこう)までとは異 (こと)なり、大学 (だいがく)の授業 (じゅぎょう)では、「最低限 (さいていげん)これこれのことは教 (おし)えなさい」といった、国 (くに)（文部 (もんぶ)科学省 (かがくしょう)）から指示 (さししめ)された指導 (しどう)要領 (ようりょう)やマニュアルのようなものはありません。全 (すべ)ての授業 (じゅぎょう)は基本的 (きほんてき)に担当 (たんとう)教員 (きょういん)の「手作 (てづく)り」なのです。特定 (とくてい)のテキストを使 (つか)うか使 (つか)わないか、使 (つか)うとしたらどんな教材 (きょうざい)にするか、どのポイントを重点的 (じゅうてんてき)に説明 (せつめい)するか、どんなツールや機材 (きざい)を活用 (かつよう)するか、どんな授業 (じゅぎょう)運営 (うんえい)形態 (けいたい)にするか、全 (すべ)ては個々 (ここ)の教員 (きょういん)の判断 (はんだん)に委 (ゆだ)ねられています。大学 (だいがく)の教員 (きょういん)は、自分 (じぶん)の裁量 (さいりょう)で授業 (じゅぎょう)を設計 (せっけい)できる自由 (じゆう)がある半面 (はんめん)、準拠 (じゅんきょ)すべき標準的 (ひょうじゅんてき)な授業モデルがない中 (なか)で、学生 (がくせい)に「何 (なに)を」、「どのように」学 (まな)ばせるか、を常 (つね)に自分 (じぶん)で考 (かんが)え続 (つづ)けなければなりません。これは大学 (だいがく)教員 (きょういん)の醍醐味 (だいごみ)である半面 (はんめん)、苦労 (くろう)も絶 (た)えないものです。しかも大学 (だいがく)には、社会 (しゃかい)や時代 (じだい)の要請 (ようせい)に敏感 (びんかん)に応 (こた)える機動的 (きどうてき)な感性 (かんせい)を備 (そな)えつつも、時代 (じだい)や社会 (しゃかい)や地域 (ちいき)の違 (ちが)いを越 (こ)えて学 (まな)ぶべき基本的 (きほんてき)な知見 (ちけん)を伝 (つた)える、という機能 (きのう)と責任 (せきにん)も常 (つね)に要請 (ようせい)されています。大学 (だいがく)に要請 (ようせい)されているこうした複数 (ふくすう)の作業 (さぎょう)課題 (かだい)を、日々 (ひび)の授業 (じゅぎょう)に自 (みずか)らの裁量 (さいりょう)と責任 (せきにん)で「落 (お)とし込 (こ)んで」実践 (じっせん)するのは個々 (ここ)の教員 (きょういん)の仕事 (しごと)です。大学 (だいがく)教員 (きょういん)という稼業 (かぎょう)もなかなかラク (らく)ではないことがおわかりいただけるでしょうか。
考 (かんが)えてみれば、「何 (なに)を学 (まな)ぶか」、「なぜ学 (まな)ぶか」は、何 (なに)も大学 (だいがく)だけに投 (な)げかけられた問 (と)いではありません。あらゆる教育 (きょういく)機関 (きかん)が絶 (た)えず考 (かんが)え続 (つづ)けるべき問 (と)いでしょう。しかし高校 (こうこう)までとは異 (こと)なり、大学 (だいがく)では学生 (がくせい)も教員 (きょういん)も自由 (じゆう)裁量 (さいりょう)の余地 (よち)が大 (おお)きいのが特徴 (とくちょう)です。学生 (がくせい)は、カリキュラム上 (じょう)で履修 (りしゅう)を指定 (してい)された一部 (いちぶ)の科目 (かもく)を除 (のぞ)けば、基本的 (きほんてき)に履修 (りしゅう)計画 (けいかく)を自分 (じぶん)で設計 (せっけい)します。教員 (きょういん)も自分 (じぶん)で授業 (じゅぎょう)内容 (ないよう)を立案 (りつあん)し、運営 (うんえい)します。このように当人 (とうにん)の自由 (じゆう)がきく余地 (よち)が大 (おお)きいからこそ、大学 (だいがく)では「何 (なに)を学 (まな)ぶか」「なぜ学 (まな)ぶか」が、他 (た)の教育 (きょういく)機関よりも深刻 (しんこく)に問 (と)われるのでしょう。ことは授業 (じゅぎょう)だけではありません。学生 (がくせい)にとって大学 (だいがく)時代 (じだい)は自分 (じぶん)で自由 (じゆう)に使 (つか)える時間 (じかん)が多 (おお)くあります。老人 (ろうじん)も自由 (じゆう)時間 (じかん)は多 (おお)いですが、それを活用 (かつよう)する気力 (きりょく)も体力 (たいりょく)も知力 (ちりょく)ももはやないし、自由 (じゆう)時間 (じかん)を使 (つか)って何 (なに)かを達成 (たっせい)できる可能性 (かのうせい)もほとんど残 (のこ)されていません。しかし学生 (がくせい)は違 (ちが)います。可処分 (かしょぶん)時間 (じかん)も多 (おおく)く、気力 (きりょく)も体力 (たいりょく)も、そして将来 (しょうらい)の可能性 (かのうせい)もたっぷりあります。「学 (まな)ぶ」を、教 (きょう)室内 (しつない)の勉強 (べんきょう)に限定 (げんてい)することなく、また単 (たん)に知識量 (ちしきりょう)や情報量 (じょうほうりょう)を増 (ふ)やすという意味 (いみ)に留 (とど)めず、知識 (ちしき)・技能 (ぎのう)・経験 (けいけん)を身 (み)につけることで自分 (じぶん)を変 (か)える・自分 (じぶん)を高 (たか)める、自分 (じぶん)の可能性 (かのうせい)を広 (ひろ)げる、という意味 (いみ)に広 (ひろ)く捉 (とら)えるなら、学生 (がくせい)時代 (じだい)こそはこの作業 (さぎょう)を行 (おこな)える最適 (さいてき)の時間 (じかん)と環境 (かんきょう)なのです。これほど恵 (めぐ)まれた時間 (じかん)と空 (くう)間 (かん)はおそらく一生 (いっしょう)に一度 (いちど)しかありません。この時間 (じかん)と環境 (かんきょう)を有効 (ゆうこう)に使 (つか)うか、無駄 (むだ)に過 (す)ごすか、基本的 (きほんてき)には学生 (がくせい)一人一人 (ひとりひとり)にかかっています。教員 (きょういん)も学生 (がくせい)が大学 (だいがく)時代 (じだい)を充実 (じゅうじつ)して過 (す)ごすよう指導 (しどう)することはあります。しかし最後 (さいご)は学生 (がくせい)当人 (とうにん)の自覚 (じかく)にかかっているのです。それが大学 (だいがく)というところです。
知識 (ちしき)・情報 (じょうほう)の伝達 (でんたつ)と獲得 (かくとく)が、いつでもどこでも誰 (だれ)でも簡単 (かんたん)にできるようになった今 (いま)だからこそ、「何 (なに)を学 (まな)ぶか」、「どのように学 (まな)ぶか」が、かつてないほど厳 (きび)しく問 (と)われています。その問 (と)いかけに答 (こた)える責任 (せきにん)が最 (もっと)も重 (おも)いのは、大学 (だいがく)をおいて他 (ほか)にはありません。あなたも、「大学 (だいがく)で何 (なに)を学 (まな)ぶか」、「なぜ大学 (だいがく)で学 (まな)ぶのか」、いま一度 (いちど)考 (かんが)えてみてください。
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